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大阪府の北東部に位置する大東市は、東部に飯盛山を含む生駒山系が南北に連なり、西

部では古くは河内湾、河内湖、また江戸時代の中頃までは深野池という大きな池があり、

山と海に彩られた多様で豊かな自然を古来より有していました。

そのような環境のなか、大東市域の多くの先人達は個性豊かな歴史、文化を育んできま

した。そして、その遺産である遺跡、美術工芸品、伝統行事など、いわゆる文化財も数多

く残されています。

この度、報告することになりました中垣内遺跡は昭和34年以来、数十回にわたって調査

が実施され、遺跡の様相については多くのことが明らかにされてきました。

今回の発掘調査につきましても縄文～近世に至る実態を明らかにすることができました

が、特に弥生時代の墓を発見するなど、弥生集落として知られてきた中垣内遺跡の更なる

解明につながる大きな成果を得ることができました。このことは大東市域に限らず周辺地

域も含めての歴史・文化を考えるうえでも、たいへん貴重な成果であると思われます。

今後、これらの成果を市民共有の財産として活用していくと共に、本報告書が本市の歴

史や文化を知る基礎資料として活用され、歴史や文化財に対する理解を深めるための契機

となれば幸いに存じます。

最後になりましたが、発掘調査および整理作業の費用負担をはじめ多大なご協力を賜り

ました学校法人大阪産業大学をはじめ、お世話になりました関係機関・各位に厚くお礼申

し上げます。

また教育委員会では、今後とも先人より受け継いできました貴重な文化財を大切に保存

し、未来を担う次世代に託したく努力する所存でありますので、市民の皆様方におかれま

しては今後とも本市の文化財保護行政にご理解、ご協力賜りますよう心よりお願い申し上

げます。

平成18年 3月

大東市教育委員会

教育長 中 口 馨



例

1。 本書は、大阪府大東市中垣内 4丁 目における中垣内遺跡発掘調査 (NG T9← 1)の報告書である。

2.調査は校舎建設に伴うもので、学校法人大阪産業大学より依頼を受け、大東市教育委員会が実施し

た。

3.発掘調査および整理作業は大東市立歴史民俗資料館、中進健―が担当した。

4.本調査に係る費用については学校法人大阪産業大学がこれを負担 した。記 して感謝の意を表する。

5.調査面積は575。 12∬。調査期間は平成 6年 7月 26日 ～平成 6年 11月 22日 である。

6。 現地調査、整理作業にあたっては下記の諸氏の協力を得た。 (敬称略、五十音順)

[現地調査]

大谷聡、甲斐範浩、萩野登、吉野正泰

[整理作業]

大谷聡、甲斐範浩、川崎昌美、谷崎光子、萩野登、樋口里美、宮浮淳也、宮田入重子、村尾奈津子

森石千枝子、吉野正泰

7.本調査における基準点、水準点の設置は、ワール ド航測コンサルタント株式会社 (現、株式会社

ワール ド)に委託した。

8。 本調査で使用 した座標は国土座標第Ⅵ系であり、方位は座標北を使用 している。また、標高は東京

湾標準潮位である。尚、国土座標の数値については日本測地系での表示である。

9。 報告書作成に係る一部図面作成、遺物観察表、遺物写真撮影については、大東市教育委員会の指導

のもと、財団法人元興寺文化財研究所に委託した。

また、一部出土木製品の保存処理についても、財団法人元興寺文化財研究所に委託した。

10.本書の執筆、編集は中進が行った。

11.本調査に関わる出土遺物、実測図、写真、カラースライド等の各資料は大東市立歴史民俗資料館に

おいて保管している。広 く利用されることを希望する。

目
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第 1章 調査に至る経緯

中垣内遺跡は昭和34年 に関西電力株式会社東大阪変電所建設の際に発見された遺跡である。それに伴

う緊急調査が一部実施されており、限られた条件下の調査であったにもかかわらず竪穴住居跡などを検

出し、また弥生土器など大量の遺物が出土したことから、当時においては弥生時代の集落遺跡として多

大な評価を得た遺跡であった。

その後、長年にわたり発掘調査の機会には恵まれなかったが、昭和62年の大阪産業大学の校舎建設に

伴う調査を皮切りに、昭和62～ 63年 にかけては変電所敷地内における4ヶ 所の調査など、現在に至るま

で昭和34年 の調査を含めば、合計13次 にわたる調査が実施されている。その結果、遺跡としては集落を

中心とした縄文時代から近世に至る複合遺跡との性格が与えられているが、大東市域では現在において

も弥生時代を代表する遺跡となっている。

今回の調査は、学校法人大阪産業大学により教員研究棟 (14号館)の建設工事の事業計画がなされた

ことによる。

計画地は、中垣内遺跡の範囲内であったため、学校法人大阪産業大学より本市教育委員会に当該事業

における埋蔵文化財の取り扱いについての事前協議の申し入れがあった。

本市教育委員会では、文化財保護法第57条 の 2に基づく届出の提出を求めるとともに、工事によって

遺跡の損壊が想定される場合には工事の設計変更による現状保存または発掘調査が必要である旨を伝え

た。

以上の協議を経て、本市教育委員会が範囲確認調査を実施したところ、遺物を多量に含んだ包含層を

確認するなど遺跡の広がりが確認された。その後、遺跡の保存に関して協議を行ったが、事業内容の計

画変更は困難であるとのことから発掘調査を実施することで合意した。

調査は計画地575。 12ど を対象に、平成 6年 7月 26日 から着手し、同年11月 22日 に終了した。
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第 2章 遺跡の位置と環境

中垣内遺跡は大阪府大東市中垣内一帯にかけて所

在 し、南北約850m、 東西約 l kmの 範囲を持つ と推

定されている遺跡である。これまで数次にわたって

調査が行われてお り縄文時代から近世にかけての複

合遺跡であることが明らかにされている。特に弥生

時代の集落跡としては有名である。

地理的には、鍋田川によって形成された扇状地と

その西方に広がる沖積地にかけて立地している。

以下、周辺の遺跡を中心に歴史的推移を概観する。

(旧石器時代〉

中垣内遺跡からナイフ形石器が出上している。し

かし、昭和34年 における調査のため、出土状況など

詳細は明らかでないが、この時代の遺物としては現

在のところ市内唯―のものである。 第 2図 大東市位置図

〈縄文時代〉

集落を示すような具体的な遺構は検出されていないため、様相については明らかではない。唯一、中

垣内遺跡で中期後半の土坑状の遺構と推測されるものが確認されているのみである。遺物では、北条遺

跡、宮谷古墳群で草創期の有舌尖頭器などが出土・採集している他、土器では包含層等からの出土では

あるが主に扇状地及び周辺の遺跡から早期末～前期初頭の可能性のある土器片から晩期に至るまでほぼ

全時期を通して見受けられる。

そして、磨耗を受けず比較的残りの良好な遺物も多いことから丘陵、扇状地などに集落跡の存在した

可能性は十分あると考えられる。

(弥生時代)

この時代から市域においても遺構を伴う遺跡が多数確認されるようになる。前～中期の集落跡が確認

された中垣内遺跡、北条西遺跡、後期の竪穴住居を検出した北条遺跡などがある。また、中垣内遺跡の

東に位置する鍋田川遺跡では後期のまとまった遺物が出土しており、当時の集落の動向を考えるうえで

も重要な遺跡であることが明らかになりつつある。

(古墳時代〉

当時、河内湖東岸に位置していた市域においても多数の集落が営まれるようになり、前期では鍋田川

遺跡、中～後期にかけては北新町遺跡、メノコ遺跡などがある。特に特徴的な様相としては初期須恵器、

韓式系土器、鳥足文を施した陶質土器の出土など渡来系的な影響の強い遺物が目立ち、先に述べた河内

湖東岸という地勢的環境からも領けるものである。

古墳に関しても多くの古墳、古墳群が周知されているが、残念ながら詳細の解らないものが多い。そ

の中において城ヶ谷遺跡、北条遺跡、宮谷古墳群、堂山古墳群で古墳の調査が行われている。特に堂山

古墳群では三角板皮綴短甲、衝角付冑、鉄刀、鉄鏃など多量の鉄製武器、武具類が出土していることか

ら当時の有力な首長墓と考えられており、当時の社会を考えるうえで貴重な成果をあげている。

-3-



く古代〉

奈良時代では北新町遺跡、寺川遺跡で集落が確認、推測されている。特に北新町遺跡では人面墨書土

器が出土 し、また寺川遺跡では「白麻呂」と墨書された土器が出土するなど、官衛的集落の存在が推定

されている。

平安時代では寺川遺跡で集落跡が確認されている。特に、直径 lm程の木を引 り貫いた井筒などは注

目され、また河川跡からはウマの骨が一体復元出来るほどの出土があり、通常の集落とはかな り違う様

相を示 している。

(中世〉

北新町遺跡で12～ 13世紀を中心とした集落跡、御領遺跡で13～ 14世紀の集落跡が確認されており、市

域における中世の様相も明らかにされてきている。また、城跡に関しても、戦国武将、三好長慶の飯盛

城、その支城とされる野崎城、キリシタンで有名な三箇サンチョの三箇城などが知られている。ただ、

考古学的には飯盛城において発掘調査がわずかに実施されているのみで残念ながら詳細は明らかにされ

ていない。

(近世〉

大阪城の築城、また江戸幕府による再築の際、石垣用石材の供給地であった石切場跡や、宝永元年

(1704)の大和川付け替えに伴い新田開発が盛んになるが、その管理施設であった平野屋新田会所などが

ある。

また西諸福遺跡では深野池、新開池とは別の池と推定される遺構が検出されており、備前播鉢、壺、

美濃窯系天目茶碗、胎土目唐津窯系皿、堺括鉢、石臼などの陶磁器類がまとまって出上している。
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1 福連寺古墳

2 福連寺遺跡

3 野崎条里遺跡

4 寺川浜遺跡

5 メノコ遺跡

6 峯垣内遺跡

7 市水道寺川配水場古墳

8 瓦堂遺跡

9 堂山下古墳

10 堂山上遺跡

11 堂山古墳群 1号墳

堂山古墳群 2号墳～ 8号墳

12 六地蔵古墳

13 +林寺古墳

14 寺川古墳群

15 寺川遺跡

16 城の越上の段古墳

17 城の越古墳

18 大谷神社古墳

19 大谷古墳群

20 元粉遺跡

2孔 鍋田川遺跡

22 中垣内遺跡

23 中垣内東遺跡

24 若宮東遺跡

25 若宮遺跡

第 3図 周辺遺跡分布図 (S=1/10000)



第 3章 調査の方法

掘削については、盛上、旧耕作土、床土までを機械掘削の対象とし、以下、包含層については層位ご

とに入力による掘削を行った。そして、それぞれの層位面において遺構の確認を行いながら、地山面に

至るまで順次繰 り返した。

遺構の平面実測については、すべて平板測量で実施した。また必要に応 じて遺構平面図・断面図 。遺物

出土状況図を適宜作成した。

調査区の区割り設定については、調査区付近において調査区をバランスよくカバーできるように考慮

しながら任意の地点を決め、それを基点に国土座標第Ⅵ系による座標を使用して調査区全体を東西南北

それぞれ 5mご とに座標軸を順次配しながら囲み、調査区内に5m四方の区画を設定した。各区画の呼

称については南北座標軸に西端を起点としてアルファベットを順次付し、また東西座標軸については北

端を起点として算用数字を順次付すことにより各交点を記号化し、その北西隅の交点を用いている (第

4図 )。 また、水準についてはT.P。 (東京湾標準潮位)を使用している。先に述べた遺物出土状況な

ど各種記録作業、また包含層などの遺物の取り上げについては、すべてこれらの基準に基づいている。

また、報告書の記述においても同様である。

遺構番号については調査区毎、および遺構検出面ごとに付与しており、それらの各区名、各遺構面を

示す数年は遺構番号の頭に冠している。

写真撮影については 6× 7の中型カメラによるモノクロ撮影、351BIll小 型カメラによるモノクロ、カラー

それぞれにおいて撮影を行い、またスライドの作成も行っている

1

0                          10m

第 4図 調査区区割図
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第 4章 調査成果

第 1節 基本層序

今回の調査では 6面の遺構面を確認することができた。基本的な層序については遺構面の単位を基準

に設定した。様相については、以下の通 りである。

第 I層 盛土、旧耕作上、床土などで機械掘削の対象となった層である。盛上の層厚は約2.2～2.8m。

旧耕作土は調査区東半部を中心に確認され、層厚は約0。 2m。 床土も旧耕作土 と同様に調査区

東半部を中心に確認され、層厚は約0。 lmを測る。ちなみに、調査前の地表面の標高はT.P.

+7.7であった。

第Ⅱ層 第 1遺構面を構成する堆積層である。灰緑色砂質上が遺構面を形成し、層厚は約0。 2～ 0。 3mを

測る。以下、灰褐色砂質土、調査区西半部では層厚約0。 lm程度の暗灰色砂混灰責色砂が堆積

している。

第Ⅲ層 第 2遺構面を構成する堆積層である。灰黒色粘質土が遺構面を形成し、層厚は約0.2～0.3mを

測る。

第Ⅳ層 第 3遺構面を構成する堆積層である。黒色粘質土が遺構面を形成 し、層厚は約0。 1～ 0。 2mを測

る。調査区北東部では認められず、第V層の 5mm内外の礫を含む黒色土が遺構面を形成して

いる。

第V層 第 4遺構面を構成する堆積層である。 5mm内外の礫を含む黒色上が遺構面を形成し、層厚は

約0。 2～ 0。 3mを測る。以下、調査区東半部において暗灰緑色砂質土、灰黒色粘質土などが堆積

している。

第Ⅵ層 第 5遺構面を構成する堆積層である。礫を含む黒灰色上が遺構面を形成し、層厚は約0。 2～ 0。 3

mを測る。以下、暗緑灰色シル ト、黒灰色砂質上、黄灰色粗砂、緑灰色微砂、緑灰色シル トな

どが堆積 している。

第Ⅷ層 第 6遺構面を構成する堆積層である。暗灰色シル トが遺構面を主に形成するが、調査区東部で

は黒灰色粘質上が遺構面を形成している。層厚はともに約0.1～0.2mを測る。考古学で言うと

ころの地山層である。以下、淡灰青色砂質上、暗緑灰色シルト、灰黒色粘質土、暗灰色土、灰

色微砂、黄灰色砂などが堆積している。





土盛

1 旧耕土

2 緑灰色粘質土 (鉄分含)[第 1遺構面ベース層]

3 灰茶色砂質土 [第 1遺構面直上層]

4 灰緑色砂質土 [第 1遺構面ベース層]

5 灰褐色土 (鉄分含)[第 1遺構面ベース層]

6 灰黒色粘質上 [第 2遺構面ベース層]

7 黒色土 (5mm内外の礫含)[第 3 4遺構面ベー

ス層]

51 灰緑色砂質土 [鍬溝]

52 灰緑色砂質土 [鍬溝]

53 灰緑色砂質土 [鍬溝]

54 灰緑色砂質土 [鍬溝]

55 灰緑色砂質土 [欽溝]

56 灰緑色砂質土 [欽溝]

57 灰緑色砂質土 [鍬溝]

58 灰緑色砂質土 [鍬溝 ]

59 灰緑色砂質土 [鍬溝]

60 灰緑色砂質上 [鍬溝]

61 灰緑色砂質土 [鍬溝]

62 灰緑色砂質土 [鍬溝]

63 灰緑色砂質土 [欽溝]

64 灰緑色砂質土 [欽溝]

65 灰緑色砂質土 [鍬溝]

66 灰緑色砂質土 [鍬溝]

67 灰緑色砂質土 [鍬溝]

68 灰緑色砂質土 [鍬滞]

69 灰緑色砂質土 [鍬溝]

70 灰色粘質土プロック混黄灰色砂 [S D 208]

71 灰色粘土混にぶい灰責色土 [S D 208]

72 褐色混灰緑色土 [S D 208]

73 黄灰色砂混灰色粘質土 [SD乾 08]

74 暗黄灰色砂混暗灰色粘質土 [遺構]

75 黒色粘質土 [遺構]

76 黒灰色粘質上 [落 ち込み401]

77 黒色粘質土 [落 ち込み401]

78 黒色粘質土 [SD望07]

79 黒灰色土 (礫混)[SD望07]

80 黒色粘質土 (礫混)[SD-407]
81 黄灰色粗砂混暗灰色上 (礫混)[S D 407]

82 暗灰色粘質土ブロック混黄灰色粗砂 [N R 502]

83 灰責色砂・灰白色砂の互層 [N R 502]

84 暗灰緑色微砂 [N R 502]

85 暗灰黄色微砂 [N R 502]

86 暗灰色シルト [N R 502]

87 暗緑灰色シルト [NR 502]

88 黄褐色砂 [N R 502]

89 緑灰色砂 [N R 502]

90 黄灰色砂 [NR 502]

91 黄灰色粗砂 [NR 502]

92 灰色土ブロック混灰黄色粗砂 [NR 502]

93 暗緑灰色シル ト [NR 502]

94 暗灰色ンルト 灰白色砂の互層 [N R 502]

95 灰白色細砂 [N R 502]

96 暗灰色砂質土 [N R 502]

97 黒色粘質土プロック混黄灰色粗砂 [NR 502]

98 黄灰色粗砂 [NR 502]

99 灰色砂 黄灰色砂の互層 [N R 502]

100 灰白色砂 (粗砂含)[NR 601]

(SD-103)

(NR-601)100
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第 5図 調査区北壁断面図
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暗灰緑色砂質土 [第 5遺構面ベース層]

黒灰色土 [第 4遺構面ベース層]

黒灰色シルト [第 4遺構面ベース層]

黄灰色粗砂 [NR 502]

緑灰色微砂 [第 5遺犠面ベース層]

緑灰色シルト [第 5遺構面ベース層]

黒灰色粘質土 [第 6遺構面ベース層]

灰白色微砂 [第 6遺構面ベース層]

黒灰色土 [第 6遺構面ベース層]

責灰色砂 [第 6遺構面ベース層]

暗灰色シルト [第 6遺構面ベース層]

暗灰色土 [第 6遺構面ベース層]

灰黒色粘質土 [第 4遺構面ベース層]

暗責灰色細砂 [N R 502]

黒灰色土 (礫混)[第 5遺構面ベース層]

黄灰色粗砂 [第 5遺構面ベース層]

黒灰色砂質土 [第 5遺構面ベース層]

灰色粘質土 (鉄分含)[第 2遺構面ベース層]

灰白色砂 [第 2遺構面ベース層]

暗灰色砂混灰黄色砂 (水 田面上層)

黒色粘質土 [第 3遺構面ベース層]

暗緑灰色シルト [第 5遺構面ベース層]

暗緑灰色シルト [第 6遺構面ベース層]

灰黒色粘質土 [第 6遺構面ベース層]

暗灰緑色シルト [第 4遺構面ベース層]

黒灰色土混暗黄灰色砂 [第 4遺構面ベース層]

仄色砂・黄灰色砂の互層 [NR 502]

褐色混暗灰色土 [第 2遺構面ベース層]

淡灰青色砂質土 [第 6遺構面ベース層]

暗灰緑色砂質土 [第 4遺構面ベース層]

暗緑灰色砂質土 [遺構 ]

茶色砂質土 [遺構]

茶灰色砂質土 [遺梅]

暗黄灰色砂混暗灰色粘質土 [S D 102]

日き黄灰色砂混暗灰色粘質土 [SD■ 03]

茶褐色土 ES D 104]

灰緑色土 [S D 105]

にぶい灰黄色土 [S D 105]

灰緑色粘質シルト ES D 105]

灰黄色砂混灰褐色粘質土 [S D 105]

灰褐色砂質土 [S D 105]

灰緑色砂質土 [鍬溝]

灰緑色砂質土 [鍬溝]

(SD-102) (落 ち込み401) 8

9

10

11

12

18

(遺構 )
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東壁断面①
東壁断面①

l にぶい茶褐色土 [第 1遺構面直上層]

2 暗緑灰色土 [第 1遺構面ベース層]

3 緑灰色粘質土 [第 1遺構面ベース層]

4 褐灰色粘質土 (5mm内外の礫含)[第 1遺構面ベー

ス層]

5 褐黄色混灰色粘質土 (鉄分含)[第 1遺構面ベース

層]

5-1 暗灰色粘質土 E第 1遺構面ベース層]

6 灰黒色粘質土 E第 2遺構面直上層]

6-1 暗責色粗砂混暗灰色土 [第 2遺構面ベース層]

7 黒色土 (5mm内外の礫含)[第 3・ 4遺格面ベース

層]

8 暗責灰色砂質土 [第 3遺構面ベース層]

9 暗灰色土 (礫混)[第 4遺構面ベース層]

10 黒灰色粘質土 [第 4遣構面ベース層]

11 灰黒色シルト [第 4遺構面ベース層]

12 暗灰緑色土 (礫混)[第 4遺構面ベース層」

13 黒灰色土 (礫混)[第 4遺構面ベース層]

14 黒灰色土 [第 4遺構面ベース層]

15 暗灰色土 [第 4遺構面ベース層]

16 暗灰色シル ト [第 4遺構面ベース層]

17 黒灰色土 (礫混)[第 5遺構面ベース層]

18 暗灰色砂質土 [第 5遺構面ベース層]

19 暗責灰色砂 [第 5遺構面ベース層]

20 緑灰色シルト [第 5遺構面ベース層]

21 緑灰色微砂 [第 5遺構面ベース層]

22 黒灰色粘質土 [第 6遺構面ベース層]

23 灰黒色土 [第 6遺構面ベース層]

24 暗灰色砂質土 [第 6遺構面ベース層]

25 暗灰黄色砂 [第 6遺構面ベース層]

26 暗灰色シル ト [第 6遺構面ベース層]

27 黄褐色砂 E第 6遺構面ベース層]

28 案灰色砂 [第 6遺構面ベース層]

29 暗灰責色砂 [第 5遺構面ベース層]

30 黒色粘質上 [第 4遺構面ベース層]

黒色粘質土 [第 4遺構面ベース層]

暗灰色土ブロック混灰白色砂 [第 2遺構面ベース

層]

暗灰色粘質シル ト [第 2遺構面ベース層]

暗責褐色砂混暗灰色粘質土 [第 3遺構面ベース層]

灰白色微砂 [SD詑 05]

灰色微砂混灰責色粗砂 [遺構]

灰責色砂混暗灰色粘質上 [S D 308]

暗灰黒色砂 とSD将 08]

暗灰色シルト [SD-308]

暗灰色砂質上 ES D 308]

灰色砂・黄灰色砂の互層 ES D-308]

暗灰色砂質土 [S D 309]

暗灰緑色砂質土 ES D-309]

暗緑灰色土 [SD弓09]

暗灰黒色粘質シルト [SD■09]

暗灰緑色粘質シルト [SD亀05」

黒灰色砂 [SD■ 05]

黒灰色粘質土 ES D■ 05]

灰黒色土 [SD望 05]

黒色粘質土 [SD■07]

黒灰色土 (礫混)ES D望 07]

黒色粘質土 (礫混)[SD望07]

責灰色粗砂混暗灰色土 ES D-407」

暗緑灰色砂質土 [N R 502]

暗灰色シルト [N R 502]

暗緑灰色シル ト [NR-502]

黒色土ブロック混責灰色粗砂 [NR 502]

灰白色粗砂「NR 502]

淡緑灰色シル ト EN R-502]

責褐色砂 [NR 502]

緑灰色砂 [NR-502]

灰黄色砂 [NRヽ02]

暗緑灰色微砂混淡灰色砂 [N R 502]

T.P,+5.Om
35(SD詑 05)

33

84

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

東壁断面②

東壁断面②

l 暗灰褐色土～粘質土 (鉄分含)[第 1遺権面ベース層]

2 暗灰色粘質土 [第 1遺構面ベース層]

3 黒灰色土 (礫混)[畦畔]

4 黒灰色土 [第 2遺構面ベース層]

5 黒灰色土 (礫混)[第 4遺構面ベース層]

6 灰色砂質土 E第 4遺構面ベース層]

7 暗灰色砂質と [第 5遺構面ベース層]

8 暗黄灰色砂～緑灰色砂 [第 5遺構面ベース層]

9 緑灰色シル ト [第 5遣構面ベース層]

10 暗灰色粘質土 [第 6遺構面ベース層]

11 暗灰緑色砂質土 [第 6遺構面ベース層]

12 灰白色砂混暗緑灰色砂質土 E落ち込みA]

13 灰黄色砂混暗灰色砂質土 [落 ち込みB]

14 暗灰黄色砂 E落ち込みB]

15 暗緑灰色シル ト [S D 309]

16 緑灰色シルト [S D 309]

17 淡灰青色微砂・灰青色砂の混合層 [SD弓09]

18 暗灰青色粘質土ブロック混黄灰色粗砂 [S D 309」

19 暗緑灰色土 [SD■05]

20 暗灰色粘質土 ES D望 04]

21 黒色粘土 (木片含)[SD-404]
22 責灰色砂混暗灰色砂質土 [SD望04]

23 暗灰色粘土 [SD望 04]

24 暗青灰色粘質土 [SD望04]

25 暗青灰色粘質土プロック混灰黄色砂 ES D■ 04]

第1-

T.P.+5.Om
第 2・ 3-

(SD嗚 09)15

(落 ち込み③)

(SD-309)

(SD-404)

盛 土

(S D 407)                   (S D 308)

(NR-502)

第 6図 調査区東壁断面図
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中 虫 S‐つ

1～ 5 基本層序第■層

6～ 8 基本層序第Ⅲ層

9～ 16 基本層序第Ⅳ層

17  基本層序第V層

18・ 19 基本層序第Ⅵ層

第 7図 包含層等出土遺物 (1)
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第 8図 包含層等出土遺物 (2)

第 2節 第 1遺構 面

基本層序第Ⅱ層をベースにして、溝、鋤溝群、土坑などを検出した。標高は調査区中央で段を形成し

てお り、西側に向かって低 くなっている状況で、東端でT.P.+5。 5m前後、西端ではTo P.+4.9m前

後を測った。

1.溝 (SD)
。 S]D-101

B3、 4区で検出したほぼ南北に走る溝である。規模は幅約0。 24m、 深さ0.065mを 測る。埋土

は灰茶色砂質土である。遺物は出上していない。当初、溝として区別 したものの、規模からして後

に述べる鋤溝と同様のものである。

。SD-102

Cl～ 4区で検出 したほぼ南北 に走 る溝である。規模は幅約1.Om、 深 さ0.13mを測 る。埋土 は

2層で灰緑色砂質土、黄褐色混灰緑色土である。遺物は染付磁器、瓦片などが出土 している。

・ S]D-103

Cl～ 4区 で検出したほぼ南北 に走 る溝である。規模は幅約0.5m、 深 さ0.26mを測 る。埋土 は

2層で緑灰色粘質土、白色砂混暗灰青色粘質土である。遺物は磁器、陶器、土師器などが出土 して

セヽる。

-14-



・ SD-104

El～ 4区で検出したほぼ南北に走る溝である。規模は幅約0.9m、 深さ0.09mを 測る。埋土は

責褐色混緑灰色土である。遺物は土師器が出上している。この溝を境に東西に段が形成されている。

・ SD-105

Gl～ 4区で検出したほぼ南北に走る溝である。規模は幅約0.85m、 深さ0。 17mを測る。埋土は

2層 で黄色混緑灰色土、暗灰緑色粘質上である。遺物は土師器、瓦質土器などが出土している。

・鋤溝群

調査区全域にかけて42条 を検出した。南北に走るものが大半で、規模は幅約0。 3m、 深さ約0.05

mの ものが多数を占める。埋土は灰黄～灰緑色砂質上で、遺物は染付磁器、瓦片などが出土 してい

る。

2.土坑 (SK)
。 SK-101

Gl区で検出した。形態・規模については側溝に切 られているため不明である。深さは0.07mを

測る。遺物は出土していない。

第 9図 第 1

T.P.
+5。 10m

1_

1 黄色混じり緑灰色土

2 暗灰緑色粘質土

0                       1m

遺構面 各溝 (SD)断面図

SD-101  T,P.
+5。 10m

1 灰茶色砂質土

SD-102

灰緑色砂質土

黄褐色混灰緑色土

SD-103 T.P.
+5。 10m

T.P.
+5,30m

-15-
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第 3節 第 2遺構面

基本層序第Ⅲ層をベースにして、溝、土坑、ピット、落ち込み状遺構などを検出した。標高は西側に

向かって傾斜するものであり、東端でT.P.+5.Om前後、西端ではT.P。 +4。 5m前後を測った。

1.溝 (SD)
。SD-201

A4、 B3～ 4、 C3、 D3区 にかけて検出し、 S D 207よ り続 きほぼ東西 に走る溝である。規

模は幅約1.15m、 深 さ約0,35mを 測 り、埋土は 3層で黄褐色混灰色砂、青灰色 シル ト混灰黄色粗砂、

暗灰青色 シル トである。遺物は土師器、須恵器、韓式系土器などが出土 している。

・ SD-202

A3～ 4、 B3、 C3、 D3区 にかけて検出し、 DS-20と同様に S D 207よ り続 きほぼ東西に走

る溝である。規模は幅約1.7m、 深 さ約 0。 23mを測 り、埋土は 2層 で灰黄色粗砂混淡灰青色砂、灰

青色砂である。遺物は土師器、須恵器などが出上 している。

・ S]D-203

Al、 Bl～ 2にかけて検出 した東西に走る溝である。規模は幅約0.65m、 深 さ約 0。 ■mを測 り、

埋土は 1層 で灰黄色砂である。遺物は出土 していない。

・ SD-204

Al、 Bl、 Cl、 Dlにかけて検 出 し、南北か ら屈曲し東西 に走る溝である。規模 は幅約 1.5

m、 深 さ約 0。 28mを測 り、埋土は 4層 で責褐色混灰色砂、暗灰青色粘質シル ト、暗灰黄色砂、淡灰

青色砂である。遺物は土師器が出上 している。

。SD-205

F4、 G4区にかけて検出 し、やや弧を描 きなが ら東西に走る溝である。 SD-206を切 る。規模

は幅約 0。 75m、 深 さ約 0。 19mを測 り、埋土は 1層 で黒灰色シル ト混灰責色粗砂である。遺物は土師

器、須恵器などが出土 している。

SDセ02 セクション①

1 黄褐色混じり灰色砂

2 青灰色シルト混じり灰黄色粗砂

___       SD-203      ____

3 暗灰青色シル ト

T,P.          ~~
+4.80m

SD-206

SDセ04 セクション⑤

斡
1 灰責色砂

SD-205-    /

T.P.
+4.80m

1 黄褐色混じり灰色砂

2 暗灰青色粘質シルト

T,P.
+5.00m

落ちこみA : §蟹長警写
土

3 暗灰責色砂

4 淡灰青色砂

SD-205

1 黒灰色シルト混じり

灰黄色粗砂

落ちとみA

2 黒灰色粘質シルト

SDゼ06 3 淡灰黒色シル ト

4 灰白色砂

第11図 第 2遺構面 各溝(SD)断面図
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第12図 第 2遺構画全体図



0                                1m

第13図  SD翌 01遺物出土状況図
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鐘骨
土器C

第14図  SD-202遺物出土状況図
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。SD-206

G4、 H4区 にかけて検出したほぼ東西に走る溝である。 SD-205、 SK-204に切 られる。規模

は幅約1.25m、 深 さ約 0。 22mを測 り、埋土は 3層で黒灰色粘質 シル ト、淡灰黒色 シル ト、灰 白色砂

である。遺物 は土師器、須恵器などが出土 している。

・ SD-207

E3～ 4、 F3～ 4区 にかけて検出したほぼ東西 に走 る溝で、 S D 201、 202に 続 くものである。

規模は幅約 2。 lm、 深 さ約0.67mを 測 り、埋土は SD-201・ 202と 同様の砂、シル ト層である。遺物

は土師器、須恵器などが出上 している。

。SD-208

Flで検出 した南北 に走 る溝である。 SK-208に切 られる。規模 は幅約 0。 4m、 深 さ約0.04mを

測 り、埋土は 1層で暗灰緑色粘質土である。遺物は出土 していない。

2.土坑 (SK)

・ SK-201

A2～ 3、 B2～ 3区にかけて検出した。形態は不定形を呈 し、規模は調査区外に広がるため明

らかではないが、現存 では最大長約4。 15m、 最大幅約2.3m、 深 さ約 0。 12mを測 る。埋土は 2層 で

暗灰色土、灰青色砂である。遺物は土師器が出土 している。

。SK-202

D4、 E区にかけて検出した。形態は不定形 を呈 し、規模 は調査区外 に広がるため明 らかではな

いが、現存では最大長約 6。 15m、 最大幅約3.75m、 深 さ約 0。 lmを測 る。埋土は 1層で黄褐色混茶

褐色粘質土である。遺物は土師器、須恵器などが出上 している。

・ SK-203

Cl～ 2区にかけて検出した。 SD-204を 切る。形態は楕円形 を呈 し、規模 は長径約 0。 85m、 短

径約0,45m、 深 さ約 0。 12mを測る。埋土は 2層で暗灰色粘質土、 にぶい暗灰黄色砂である。遺物は

出土 していない。

・ SK-204

F4区で検出した。 S D 206を 切る。形態は不定形を呈 し、規模は調査区外 に広がるため明 らか

ではないが、現存では最大長約3.7m、 最大幅約1.5m、 深 さ約 0。 2mを測る。埋土は 2層 で黒灰色

粘質上、黄灰色砂混黒灰色砂質上である。遺物は土師器が出土 している。

・ S](-205

F4区で検出 した。形態は楕円形 を呈 し、規模は長径約1.45m、 短径約0.6m、 深 さ約0.26mを

測る。埋土は 2層 で灰色砂混暗灰緑色 シル ト、やや粗い灰色砂である。遺物は土師器、須恵器など

が出土 している。

。SK-206

G3区で検出 した。形態は楕円形 を呈 し、規模は長径約1.4m、 短径約1.lm、 深 さ約 0。 4mを 測

る。埋土は 3層で暗灰緑色 シル ト、灰緑色微砂、暗灰緑色粘質 シル トである。遺物は出土 していな

ヤヽ。

'S K 207

Gl～ 2区にかけて検出した。 SK-208に切 られる。形態は不定形を呈し、規模は調査区外に広
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がるため明らかではないが、現存では最大長約4.7m、 最大幅約2.75m、 深さ約0。 15mを測る。埋

土は 2層で黒灰色粘質上、黒灰色砂質土である。遺物は土師器が出土している。

・ S]て -208

Fl～ 2、 Gl～ 2区にかけて検出した。 SK-207を切る。形態は不定形を呈 し、規模は最大長

約5.6m、 最大幅約2.4m、 深さ約0。 lmを測る。埋土は 1層 で黒灰色粘質土である。遺物は土師器

が出土している。

・ SK-209

Fl～ 2、 Gl～ 2区にかけて検出した。 SK-208を切る。形態は不定形を呈し、規模は最大長

約1.75m、 最大幅約0。 75m、 深さ約0.06mを 測る。埋土は 1層で暗灰緑色シル トである。遺物は土

師器が出上している。

・ S](-210

Fl区で検出した。 SK-208、 209を 切る。形態は楕円形を呈 し、規模は長径約2.25m、 短径約

0。 7m、 深さ約0。 12mを測る。埋土は 2層で暗灰黒色粘質上、暗灰黒色土である。遺物は土師器、

須恵器などが出上している。

'SK-211

C2区で検出した。形態は楕円形を呈し、規模は長径約0。 9m、 短径約0。 6m、 深さ約0.27mを 測

る。埋土は 3層で灰青色砂、暗灰青色砂質土、暗緑灰色シル トである。遺物は出土していない。

3.ピ ット (SP)

調査区の西側と東側の一部で検出した。規模は径約0。 5m、 深さ約0。 2m前後のものが多数を占め、埋

土については暗灰色系の砂質～粘質土が主体をなしている。柱根を残すものはなく、建物を構成したか

は明らかでない。遺物はS P 201,202。 213・ 217な どで上師器、須恵器などが出土している。

4.落ち込み状遺構

・落ち込みA

G4、 H4区にかけて検出したものであるが、結果、水田面における被 り上であった。遺物は土

師器が出上している。

・落ち込みB

H4区で検出したものであるが、落ち込み大と同様のものである。遺物は土師器が出上している。

5。 畦畔

G4、 H4区にかけて検出したものである。水口も2ヶ 所確認できるなど、比較的良好に残存す

るものであり、幅約0.6m、 高さ約0。 2mを測った。遺物は土師器が出土している。
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第 4節 第 3遺構面

基本層序第Ⅳ層、また調査区北東部では下層の基本層序第V層をベースにして、溝、土坑、ピットな

どを検出した。標高は西側に向かって傾斜するものであり、東端でT.P。 +4.4m前 後、西端ではT.P.

+4.8m前後を測った。

1.溝 (SD)

検出した溝はたいへん錯綜した状況で検出したものであるが、概ね 3単位の滞が切り合う状況であっ

た。調査時においては、一連の溝であっても1条ごとに遺構名を付し、遺物の取り上げ、記録の作成を

行ったため、ここでもそれに伴い述べることにする。

。 SD-301

B3～ 4区にかけて検出 し、 S D 310よ り続 く溝である。規模 は幅約 0。 9m、 深 さ約0,13mを 測

る。遺物は土師器、須恵器などが出土 している。

・ SD-302

A3～ 4、 B3～ 4区にかけて検出 し、 S D 310よ り続 く溝である。規模 は幅約 1.2m、 深 さ約

0.24mを 測 り、埋土は 4層で灰黄色粗砂、黒色混灰黄色微砂、灰青色 シル ト、灰黄色砂である。遺

物は土師器が出土 している。

・ SD-303

A2、 B2、 C2区 にか けて検 出 し、 S D 304よ り続 く溝 である。規模 は幅約0.8m、 深 さ約

0。 12mを測 り、埋土は 2層でにぶい灰緑色粗砂、灰色砂である。遺物は土師器が出土 している。

SD-302 SD-303セ クション⑥

にぶい灰緑色粗砂

灰色砂

T.P.
+4.50m

灰責色粗砂

黒色混じり灰責色微砂

灰青色シル ト

灰黄色砂
SD-309

T.P.

責褐色粗砂

暗緑灰色粘質土

責色混じり緑灰色砂質土

緑灰色砂質±   5 暗灰緑色砂質土

SD-304

1 暗灰黒色砂

2 黒灰色粘質土

第 3遺構面 各溝 (S

暗灰緑色ンルト

灰黄色粗砂

灰青色砂質土

SD-308 セクション①

4.70m

1

2

3

4

6 責色砂混じり暗灰色粘質土

SD■06 セクション⑤

T,P.
+4.70m

暗緑灰色シルト

にぶい責灰色砂

灰黒色粘質土

緑灰色砂

緑灰色砂質土

1

2

3

4

緑灰色粘質土

灰黒色粘質土

責仄色砂

灰色砂

T.P.
+4.50m

SDヽ 11 セクション◎

0                             2m

D)断面図

SD-310

1 責灰色粗砂

第20図

-29-





〓

■

認

―

＝

弟
X=-143,667

８

〓
鰐

―

，
脚

寓

宝

鰐

１

＝

弟

常

宝
斜

―

＝
弟

X=-143,677

SD-309

「
耳
↓
↓
↓
↓
↓
封
ジ

ＴＴ
　

　

　

　

　

〆

Ｔ
　
　
　
　
　
試
掘
坑

Ｔイ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＜

＜

Ｆ
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
×
く

SD-311
(落ち込み301)

く
く と >Ht_く

SD-312

|

第21図 第 3遺構画全体図

-31～ 32-



・ SD-304

C3、 D3、 F4、 G4、 H4区 にかけて検出 し、 S D 303、 3101こ 続 く溝である。規模 は幅約

0.75m、 深 さ約 0。 26mを測 り、埋土は 2層で黄褐色粗砂、暗緑灰色粘質土である。遺物は土師器、

須恵器、桃の種などが出上 している。

・ SD-305

A4、 B4区 にかけて検出 した溝である。規模は SD-301、 3021こ 切 られているため明 らかでは

ないが、現存では幅約 0。 2m、 深さ約 0。 2mを測る。遺物は土師器、須恵器、桃の種 などが出上 して

いる。

・ SD-306

A2～ 3、 B2～ 3区 にかけて検出 し、 S D 309よ り続 く溝である。 SD-303、 310な どに切 ら

れる。規模 は幅約2.9m、 深 さ約 0。 38mを測 り、埋土は 5層で暗緑灰色 シル ト、にぶい黄灰色砂、

灰黒色粘質上、灰緑色砂、緑灰色砂質上である。遺物は弥生土器が出土 している。

・ SD-307

B2、 C2区にかけて検出し、 SD-309よ り続 く滞である。規模は SD-3031こ 切 られているため

明らかでないが、現存で幅約 0。 75m、 深 さ約 0。 35mを測る。遺物は弥生土器が出土 している。

。SD-308

C2、 D2、 E2、 F2～ 3、 G3区にかけて検出した溝である。 SD-3031こ 切 られる。規模は

幅約1.Om、 深 さ約 0。 4mを測 り、埋土は 4層で緑灰色粘質上、灰黒色粘質土、責灰色砂、灰色砂で

ある。遺物は弥生土器が出上 している。

・ SD-309

D3、 E3～ 4、 F3～ 4、 G3～ 4、 H4にかけて検出し、 SD-306、 311、 3121こ 続 く溝であ

る。 SD-304に切 られる。規模は幅約3.75m、 深 さ約 0。 59mを測 り、埋土は 7層で責色混緑灰色砂

質土、緑灰色砂質土、暗灰緑色砂質土、黄色砂混暗灰色粘質上、暗灰緑色 シル ト、灰黄色粗砂、灰

青色砂質上である。遺物は比較的まとまって出上 してお り弥生土器などが出上 している。

・ S]D-310

B3、 C3区 にかけて検出 し、 S D 304よ り続 く溝である。 SD-306な どを切 る。規模 は幅約

0.85m、 深 さ約0.27mを 測 り、埋土は 1層で黄灰色粗砂である。遺物は須恵器、製塩土器、桃の種

などが出土 している。

・ SD-311

Al、 Bl、 Cl～ 2、 Dl～ 2区 にかけて検出し、 SD-309よ り続 く溝である。 S D 308な ど

に切 られる。規模は幅約3.15m、 深 さ約 0。 13mを測 り、埋土は 2層で暗灰黒色砂、黒灰色粘質土で

ある。遺物は弥生土器などが出土 している。

・ SD-312

A4区で検出し、 S D 309よ り続 く溝である。 S D 302な どに切 られる。規模 は切 られているた

め明 らかでないが、現存で幅約1.3m、 深 さ約0.5mを 測る。遺物は弥生土器などが出土 している。

2.土坑 (SK)
。 SI(-301

B3区で検出した。形態は精円形を呈するものと思われ、規模は S D 301に切 られているため明

-33-
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らかではないが、現存では最大長約1.3m、 最大幅約0.4m、 深さ約0.07mを測る。埋土は 1層 で暗

灰色粘質上である。遺物は出土 していない。

。 SK-302

F4区で検出した。形態は精円形を呈し、規模は長径約1,06m、 短径約0.56m、 深さ約0.08mを

測る。埋土は 2層で暗緑灰色粘上、黄褐色粗砂混緑灰色粘質上である。遺物は弥生土器などが出土

している。

・ SK-303

F4、 G4区にかけて検出した。 SD-309を切る。形態はやや不定形な楕円形を呈し、規模は長

径約2.06m、 短径約1.8m、 深さ約0。 28mを測る。埋土は 3層で青色砂混暗緑灰色粘上、暗緑灰色

粘上、黄色粗砂混緑灰色粘土である。遺物は須恵器などが出土している。

3.ピ ット (SP)

・ SP-301

A2区で検出した。 S D 306を 切る。形態は円形を呈 し、規模は径約0.27m、 深 さ約0.lmを測

る。埋土は 1層 で責灰色砂である。遺物は出土していない。

SK-303
SK-302

幣

に

移

―

Y=_望,500」

T.P.
+4.70m

1

2

lm   3

青色砂混じり暗緑灰色粘土

暗緑灰色粘土

黄色粗砂混じり緑灰色粘土

第24図 第 3遺構面各土坑 (SK)平・断面図
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第 5節 第 4遺構面

基本層序第V層 をベースにして、溝、土坑などを検出した。標高は調査区北東部が高くなっており、

以降、南西側に向かって傾斜するものである。東端北側でT.P.+4.8m前 後、東端南側でT.P。 +4.4

m前後、そして西端ではT.P。 +4.2m前後を測った。

1.溝 (SD)
。 SD-401

A3～ 4、 B3～ 4区 にかけて検出 した、 SD望03よ り続 く溝である。規模 は幅約3.2m、 深 さ

約0.52mを 測 り、埋土は 8層 で黒色粘質上、黒灰色粘質土、灰黄色粗砂、黒色土、灰色細砂、灰白

色粗砂、にぶい灰黄色微砂、黒色土である。遺物は弥生土器などが出土 している。

。SD-402

A2～ 3、 B2～ 3に かけて検 出 した、 SD-403よ り続 く溝である。規模 は幅約1.5m、 深 さ約

0.54mを 測 り、埋土は 2層で礫混黒色土、黒灰色砂質土である。遺物 は弥生土器などが出上 してい

る。

・ SD-403

B3、 C2～ 3、 D2～ 3、 E3、 F4～ 5、 G3～ 4区 にか けて検 出 した、 SD-404、 405よ

S DJ02

黒灰色土 (礫混じり)

黒灰色砂質土
黒色粘質土

黒灰色粘質土

灰黄色粗砂

S DJ05

黒色土

灰色細砂
灰白色粗砂

SD■03

7 にぶい灰黄色微砂
8 黒色土

セクション④
・
　

ｍＴ・Ｐ一蜘

T.P.
+4.30m

黒灰色粘土

暗灰色粘土 (責色がかっ

ている)

暗灰色粘質土

黒灰色砂質土

黒灰色シル ト

責灰色粗砂混じり黒灰色

砂質土

S DЧ03 セクション◎

SD望03

黒灰色粘質シル ト (礫混じり)

黒灰色粘質シル ト

暗灰緑色砂質土

S D 406  T,P.

♭  +3.90m
l 黒灰色土

SD望07 セクショ/④
T,P

―                貧:品孟

1.黒灰色±    3.に ぶい責褐色砂混じり
2.黒灰色砂質土    黒灰色砂質土

第26図 第 4遺構画各溝(SD)断面図
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1 暗灰黒色粘質土 (礫混じり)

2    ク

SD判07 セクション◎  T,P.‐肺
1 黒灰色粘質土 (礫混 じり)

0    2 黒灰色±        2m

S D 401

暗緑灰色砂質土

暗緑灰色土

暗緑灰色粘質シル ト

灰責砂混じり
暗灰青色土

暗緑灰色砂質土
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り続き、SD-401、 4021こ 続く溝である。規模は幅約2.15m、 深さ約0。 6mを測り、埋土は概ね 3層

で礫混黒灰色粘質シルト、黒灰色粘質シルト、暗灰緑色砂質上が主体をなす。遺物は比較的まと

まって出土しており、弥生土器などが出土している。

・ S]D-404

G4、 H4区 にかけて検出した、 SD望03に続 く溝である。規模は調査区外にひろがるため明ら

かではないが現存で最大幅約1.75m、 深 さ約 0。 35mを測 り、埋土は 2層で灰黄色砂混暗灰青色上、

暗緑灰色砂質上である。遺物は中期の弥生土器、人形 (木偶)と 考えられる木製品などが出土 して

いる。

・ SD-405

G4、 H4区 にかけて検出した、 SD-403に続 く溝である。規模は調査区外にひろがるため明 ら

かではないが現存で最大幅約0。 85m、 深 さ約 0。 46mを測 り、埋土は 3層で暗緑灰色砂質土、暗緑灰

色上、暗緑灰色粘質シル トである。遺物は弥生土器などが出上 している。

・ S]D-406

Al～ 2、 Bl～ 2区 にかけて検出した溝である。規模は幅約0.35m、 深 さ約0.08mを 測る。埋

土は 1層で黒灰色土である。遺物は出上 していない。

・ S]D-407

Fl～ 2、 Gl～ 2区 にかけて検出した、ほぼ東西方向か ら北に屈曲する溝である。 SK-402に

切 られる。規模は幅約1.15m、 深 さ約 0。 42mを測 り、埋土は 2層で礫混黒灰色粘質土、黒灰色上が

主体をなす。遺物は屈曲部で弥生土器の発一個体分などが出上している。このような遺物の出土状

況や後に述べるSK望02の検出状況から、この溝は方形周溝墓の区画溝であることが想定される。

。 S]D-408

Cl～ 2、 Dl～ 2区にかけて検出した溝である。規模は幅約2.75m、 深さ約0.25mを 測 り、埋

土は 3層で黒灰色土、黒灰色砂質土、にぶい黄褐色砂混黒灰色砂質土である。遺物は弥生土器など

が出上している。

2.土坑 (SK)
。 SK-401

Al区で検出した。形態は楕円形を呈 し、規模は長径約1.5m、 短径約0.6m、 深さ約0。 13mを測

る。埋土は 3層で砂混黒色粘質土、黒色粘質上、黒灰色粘質土である。遺物は出土していない。

・ SK-402

Gl～ 2区 にかけて検出した。 SD望07を切る。形態は楕円形を呈し、規模は長径約1.3m、 短

径約0。 86m、 深さ約0。 14mを測る。埋土は 1層 で暗灰色土ブロック混暗灰責色粗砂である。遺物は

弥生土器の壷一個体と蓋に転用 した弥生土器の壺底部が出上している。先に述べたSD-407と

の関連性や出土状況から見て壺構を埋納する土坑であることが想定される。

・ SK-403

F2区で検出した。形態は不定形な楕円形を呈 し、規模は長径約2.7m、 短径約1.6m、 深さ約

0。 4mを測る。埋土は 2層で礫混黒灰色粘質土、暗灰色粘質土シル トである。遺物は前期の弥生土

器、土製円盤、サヌカイト片などが出土している。
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SK-404

C3区で検出した。形態は隅丸の方形を呈し、規模は径

約2.Om、 深 さ約0.15mを 測る。埋土は 1層で黒灰色粘質

上である。遺物は弥生土器が出土している。
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第 6節 第 5遺構面

基本層序第Ⅵ層をベースにして、溝、自然流路、土坑などを検出した。標高は西側に向かってやや傾

斜するものであり、東端でT,P.+4.lm前後、西端ではT.P.+4.Om前後を測った。

1.溝 (SD)
。 S]D-501

調査区西部で検出 し、弧を描 きなが らNR-501に 続 く溝である。規模 は幅約2.Om、 深 さ約0,39

mを測 り、埋土は 4層で礫混黒灰色粘質上、礫混黒灰色上、礫混黒灰色砂質上、黒灰色粘上である。

遺物は弥生土器、サヌカイ ト片などが出土 している。

2.自然流路 (NR)
。NR-501

調査区北部で検出し、蛇行 しなが ら東西に走る自然流路である。規模は幅約2.66m、 深 さ約 0。 63

mを測 り、埋土は概ね 6層で黒灰色粘質土、黄灰色粗砂、黒灰色粘質土ブロック混黄灰色粗砂、淡

灰緑色微砂、責灰色砂、にぶい黄灰色細砂などが主体 をなす。遺物は前期の弥生土器などが出土 し

ている。

・NR-502

調査区南部で検出 し、蛇行 しなが ら東西 に走る自然流路である。規模は幅約2.5m、 深 さ約 0。 31

mを測 り、埋土は概ね 4層 で灰黄色粗砂、灰色細砂、暗灰色砂、黒灰色粘土ブロック混黄灰色粗砂

などが主体 をなす。遺物は弥生土器などが出土 している。

SD-501

黒灰色粘質土(礫混じり)

黒灰色土 (礫混じり)

黒灰色砂質土 (礫混じり)

黒灰色粘土 (や や茶色がかる)

T.P.
+3.70m

淡灰緑色微砂
黒灰色粘質土

T.P.
+3.70m

暗灰色砂質」

黄灰色粗砂

1 灰責色粗砂
2 黒灰色粘質土

NR巧 Ol セクション②

T.P.
+3.80m

暗灰色粘質シル ト 5 にぶい灰責色砂

暗灰緑色シル ト

T.P.
+3.90m

黒灰色粘質土

黄灰色粗砂

黒灰色粘質土ブロック混じり黄灰色粗砂

N R 501セ クション③

NR巧01 セクション⑤

4

5

黒色粘質土ブロック

混じり黄灰色砂

にぶい黄灰色細砂

NR巧01 セクション④

黄灰色細砂
暗灰緑色微砂

NR-502

6 黒色粘質土
7 黄灰色砂

セクション①

T,P.
+3.70m

４

５

　

一

1 灰黄色粗砂  3 暗緑灰色シルト
2 灰黄色砂

NR弓02 セクション②

T.P.
+3.70m

1 灰黄色砂
2 暗黄仄色砂
3 暗灰色微砂

TP.
+3.80m

1

セクション③T.P.
+3.70m

NR-502

r

T,P,
+3.70m

4 暗責灰色粗砂
灰責色粗砂
灰色細砂

暗灰色砂
黄仄色粗砂 (黒灰色粘土ブロックを含む)

5 暗灰色シルト

0       6 黄灰色砂    2m

第46図 第 5遺構面各溝 (SD)。 自然流路(NR)断面図

NR-501 セクション①
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土坑 (SK)
。 SI(-501

H4区で検 出 した。形態 は不

定形な楕 円形 を呈 し、規模 は調

査区外 に広がるため明 らかでは

ないが、現存 では最大長約2。 44

m、 最大幅約0。 46m、 深 さ約0。 1

mを 測 る。埋土 は 1層 で黒色粘

質土である。遺物 は出上 してい

ない。

・ SK-502

H4区で検 出 した。形態 は不

定形 な楕 円形 を呈 し、長径 約

1.14m、 短 径 約0。 38m、 深 さ約

0.05mを 測 る。埋 土 は 1層 で礫

混黒灰色上である。遺物は出土

していない。

・ SI(-503

H4区で検 出 した。形態 は不

定形な楕 円形 を呈 し、規模 は調

―

Y=-32,505A'

A――

第48図  SD巧 01遺物出土状況図

査区外に広がるため明らかではないが、現存では最大長約1.76m、 最大幅約0.38m、 深さ約0.06m

を測る。埋土は 1層 で黒灰色粘質土である。遺物は出上していない。

・ SK-504

G4区で検出した。NR 501を 切る。形態は精円形を呈 し、長径約3.Om、 短径約0。 76m、 深 さ

約0.08mを測る。埋土は 2層で黒色粘質土、暗灰黒色粘質シル トである。遺物は出土していない。

・ S](-505

G3区で検出した。形態は楕円形を呈し、規模は調査区外に広がるため明らかではないが、現存

では最大長約1.3m、 最大幅約0.86m、 深さ約0。 22mを 測る。埋土は 3層で黒色粘上、黒色砂混粘

質土、にぶい黄灰色砂混黒色粘上である。遺物は出土していない。

。 SK-506

E2区で検出した。形態はやや不定形な楕円形を呈 し、規模は試掘坑に切られているため明らか

ではないが、現存では最大長約0。 96m、 最大幅約0。 42m、 深さ約0。 28mを測る。埋土は 2層で黒灰

色粘質土、黒色粘質土である。遺物は出土していない。

・ SK-507

D2～ E2区にかけて検出した。NR 501を 切る。形態はほぼ円形を呈 し、規模は径約1.2m、

深さ約0。 25mを 測る。埋土は 1層で礫混黒灰色土である。遺物は出上していない。
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第 7節 第 6遺構 面

基本層序第Ⅶ層をベースにして、自然流路、土坑などを検出した。標高は西側に向かって傾斜するも

のであり、東端でT.P。 キ3.5m前後、西端ではT.P.+3。 2m前後を測った。

1.自 然流路 (NR)

・NR-601

調査区全域にかけて検出し、やや蛇行しながらほぼ南東から北西に走る自然流路である。規模は

幅約3.2m、 深さ約0。 69mを測 り、埋土は概ね 10層程度確認でき黄灰色砂～粗砂が主体をなす。

遺物は縄文土器、土製円盤などが出上している。

・NR-602

調査区南西部で検出し、ほぼ東西に走る自然流路である。規模は幅約3.75m、 深さ約0.62mを 測

り、埋土は概ね 7層程度確認でき黄灰色砂～粗砂が主体をなす。遺物は出土していない。

・NR-603

調査区北東部で検出し、東から屈曲してほぼ北西に走る自然流路である。規模は幅約2。 3m、 深

さ約0。 32mを測 り、埋土は 2層で灰色砂、灰黄色粗砂である。遺物は縄文土器などが出土している。

2.土坑 (SK)
。 SK-601

F3～ 4、 G4区にかけて検出した。形態は不定形な楕円形を呈 し、長径約3.Om、 短径約0.94

m、 深さ約0。 28mを測る。埋土は 1層 で黒灰色粘質土ブロック混黄灰色粗砂である。遺物は出上し

ていない。

。 SK-602

F3区で検出した。形態はほぼ円形を呈し、規模は径約1.2m、 深さ約0.5mを 測る。埋土は 6層

NR襦Ol セクション① NR■Ol セクション②
T,P. T,P,
+8.30m 3.20m

6 灰黒色粘土
7 灰緑色 シル ト
3 灰色微砂
9 灰白色細砂
10 灰黄色粗砂

T.P.
+3.20m

黄灰色粗砂
淡灰緑色微砂
灰色細砂
灰色粗砂
灰色砂
灰黒色粘土

灰黄色粗砂
灰白色砂
灰色微砂
灰自色微砂
淡灰黄色砂
灰白色粗砂
黒灰色粘質土

T.P.
+3.20m
l 暗灰色緑色砂
2 淡灰緑色細砂
3 黄灰色砂

灰白色砂
(ラ ミナ)

1

2

3

4

5

6

7

1 灰黄色砂 灰白色砂
(ラ ミナ)

黄灰色粗砂
淡灰緑色シル ト
黒灰色粘土
灰黄色粗砂
灰白色微砂
灰自色粗砂

T.P.
+3.10m

黄灰色細砂 灰自色粗砂
黄灰色砂 淡灰青色微砂
(ラ ミナ)

黄灰色砂
黒灰色粘質土

黄灰色粗砂 黄灰色砂 互層
灰黄色砂
暗灰色砂 灰黄色砂 互層

第51図 第 6遺構面各自然流路(NR)断面図
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NR-603

NRヽOl セクション③

NR-602
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SK-602

T,P.
+3.30m

暗灰言色シルト

灰責色砂

青灰色砂質土

責灰色粗砂

灰色細砂 (ラ ミナ)

灰責色砂 (黒灰色粘質土ブロック

を含む)

0                         2m

T.P.~躍

�甥�荻Ⅷレ扱М�
磨+3.40m

1 黄灰色粗砂 (黒灰色粘質土

ブロックを含む) 1 灰責色粗砂

2 暗黄灰色粗砂

第53図 第 6遺構面各上坑 (SK)平・断面図

で暗灰青色シル ト、灰黄色砂、青灰色砂質土、黄灰色粗砂、灰色細砂、黒灰色粘質土ブロック混灰

黄色砂である。遺物は出土していない。

。SK-603

C4～ D3区にかけて検出した。形態は不定形を呈 し、規模は最大長約2.56m、 最大幅約1,08m、

深さ約0。 48mを測る。埋土は 2層で灰黄色粗砂、暗黄灰色粗砂である。遺物は出上していない。



i(珀 D

0                                   10cm

第54図  N R 601・ 603出土遺物
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第 5章  まとめ

中垣内遺跡においては、本調査も含め13次 にわたる調査が実施されており、遺跡の様相についてはか

なり明らかにされてきている。以下、各遺構面の調査成果について概括し、まとめとしたい。

〔第 1遺構面〕

全域にかけて主に鋤溝を検出している。周辺の既往の調査と同様であり、古墳時代以降、綿々と耕作

地であった状況が窺える。

〔第 2遺構面〕

主に溝、土坑、ピットを検出し、調査区東南端では水田を検出している。具体的な性格については明

らかにはし得ない。出土遺物から概ね古墳時代中～後期に比定できるものである。周辺の既往の調査で

は水田の検出例が多いが、比較的にまとまった出土遺物を鑑みるに、集落の存在を窺うことができる。

〔第 3遺構面〕

主に溝を検出しているが、人為的なものではなく自然流路的なものと思われる。出土遺物から概ね弥

生時代中期後半から後期、古墳時代に比定されるものである。周辺の既往の調査から鑑みるに集落の縁

辺部の状況を窺わせる。

〔第 4遺構面〕

この面では溝などのほか、調査区東北部で方形周溝墓を検出している。

中垣内遺跡ではこれまで、壺棺の出土は確認されていたが、方形周溝墓の検出という墓域の確認は初

めてである。方形周溝墓の南側で東西に走るSD-403は集落域と墓域との境界を示す可能性もあると思

われる。今後、中垣内遺跡の集落構造を把握するうえで、大きな成果であった。

また、出土遺物で特筆するものに人形状木製品がある。木偶として滋賀県での出土例が多いが府内で

も数例の出土が確認されている。滋賀県での出土例では明らかに人を模した具体的なものが多いが、府

内での出土例では抽象化されている感を受ける。

弥生人の精神世界を知るうえで貴重なものであり、今後の出土例の増加に期待したい。

〔第 5遺構面〕

この面では溝を主に検出しているが、他の遺構面と同様に自然流路的様相を示している。出土遺物か

ら弥生時代前期に比定されるものであり、やはり集落域の縁辺部であることが窺える。

〔第 6遺構面〕

自然流路を検出しているが、周辺の既往の調査においても最終面では自然河川を検出することが多く、

今回の調査においても同様のものであった。出土遺物についても弥生土器のほか、縄文土器も出土する

ことが多く、時期的には弥生時代以前に比定されるものである。

大東市北部に位置する北新町遺跡の調査事例からみても、大東市域の低地部における地山面において

は、おおよそこのような様相を呈するものである。



中垣内遺跡 (94-1)出土遺物一覧表

挿図
番号 器  種 出土地点 法量 (cm) 色  調 胎  土 焼 成 技 法 の 特 徴 備 考

1
弥 生 土 器

墾
第Ⅱ層

口
底

果

(俣 ,

`μ

ε】

外
内

肝

灰
灰

陶
陽 やや粗 やや不良 外面 :ヘ ラケズリ

内面 :板ナデ 外面 に煤付着

2
青 磁

椀
第Ⅱ層

推
残

径
高

口
器

外
内
蹄

リー プ炊
リー プ灰
白

密 良好
面
面

外
内

デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

3
韓式系土器

発
第 ■層 器高 (残) 1.8

外 ,覆貢橙
内 )|こ ぶい黄橙
断 )|こ ぶい昔捨

密 良好
外面 :格子状タタキ
内面 :ナ デ 軟 質

4
白 磁

椀
第 Ⅱ層

底径 (推 )

器高 (残 )

灰
灰
灰

密 堅級
面
面

外
内

デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

5 土 玉 第 Ⅱ層
直径
厚

口
白

赤
灰

外
内
断

密 良好
外面
内面 未製品

器

杯

恵須

高 第Ⅲ層 器高 (残) 4.2
外
内
晰

ぶ い橙
普 潜

密 良好
外面 :回転ナデ、波状文
内面 :回転ナデ 土師質

7
須 恵 器

奏
第Ⅲ層

口径 (推 ) 17.0
器高 (残) 4.2

外
内
断

月褐灰
こぶい褐

密 堅緻
外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

器

蓋

恵須

杯 第Ⅲ層
復径

高
口
器

外
内
断

日

密 堅緻
外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

内面に鉄分付着、外面にヘ
ラ記号

弥 生 土 器
第Ⅳ層

口径     16.8
器高     8,7

外
内
肝

t貢橙

密 良好 待悪1丈ア、字累描沈線文

弥 生 土 器
第Ⅳ層

回径 (推) 7.0
器高 (残) 6.3

外
内
蹄

日
黄
責

密 良好
外面 :ハ ケメ
内面 :ナ デ、指頭圧痕

11
弥 生 土 器

第Ⅳ層 器高 (残) 4.9
分
内
晰

貢 褐

密 良好
外面 :簾状文、沈線文
内面 :ナ デ

土 師 器

発
第Ⅳ層

日径
器高

19.5
(残) 9,0

分
内
蹄

ぶい責橙
黄褐 密 良好

外面 :ハケメ
内面 :ハ ケメ

外面に煤付着、口縁部内面
にベンガラ付着

弥 生 土 器 第Ⅳ層 底径
器高 (残 )

外
内
蹄

ぶ

ぶ 褐
楊

密 良好
外面 :板ナデ
内面 :ナ デ 底部穿孔

弥 生 土 器

高   杯
第Ⅳ層 底径 (推 )

器高 (残 )

外
内

肝

日
自

由
密 貞好

外面 :ヘラミガキ
内面 :ヘラケズリ

15 土 製 円 盤 第Ⅳ層
厚
幅

外
内
肝 瓶

橙
ぬ

灰
黄
榮

密 良好
外面
内面 周囲打ち欠き

16
弥 生 土 器

鉢
第Ⅳ層 復

径
径
言

四
底
巣

外
内

肝
ぶい橙 やや粗 不良

外面 :ナ デ、櫛描直線文
内面 :ナ デ

口縁部外面から底部にかけ
て黒斑

縄 文 土 器 第V層 器高 (残) 26
外
内
蹄

貢
黄

昔

ぶ
ぶ

ぶ
密 良好

外面 :ナ デ、突帯文
内面 :ナデ

弥 生 土 器
第Ⅵ層

径
高

底
器

外
内
肝

匂
褐
想

密 良好 待唇:穴扉長
ガキヽヘラ描沈線文

体部外面に黒斑

弥 生 土 器
第Ⅵ層

口径 (推 ) 17.0
器高 (残 ) 11.0

外
内

断

筒

ぶ い黄橙
ぶ ぃ吉搭

密 良好 待零i父ラミ雰華i倉晶連獲線文

弥 生 土 器
第Ⅵ層

径
高

口
器

タト,

内 )

hFrヽ

ぶ い貢褐
ぶい黄褐 密 良好

外面 :ヘラミガキ
内面 :ナ デ

底部～体部にかけて黒斑、
全体に粗雑なつくり

弥 生 土 器

壼
第Ⅵ層 器高 (残) 4.5

ぶ

ぶ

ぶ

外
内
断

密 良好 待悪1李界、沈線文

弥 生 土 器

発
第Ⅵ層

径
高

口
器

外 ,炊 日
内)灰 白
断Ⅲ灰 白

密 史好
外面 :ハ ケメ
内面 :ハ ケメ

弥 生 土 器

高   杯
第Ⅵ層

径
高

口
器

外
内
断

ぶ い貢褐
ぶ い黄褐
ぶ ぃ音楊

密 良好
外面
内面

デ
デ

ナ
ナ

外面側面と底部にかけて黒
斑

縄 文 土 器 第Ⅵ層 器高 (残 ) 2.6
外
内
蹄

ぶ い貢褐
ぶ い責褐 祖 良好

外面 :ナ デ、沈線文
内面 :ナ デ

弥 生 土 器 西側側溝 底径 (推 )

器高 (残 )

外
内
断

つ〃(

三ぶ い責橙
:ぶ い音縛

密 良好
外面 :ヘラミガキ
内面 :ナ デ、指頭圧痕

器

蓋

恵須

杯
北側側溝

口径 (推 ) 14.0
器高 (残) 3.8

外 ,炊 日
内 )灰 白
断 )反

密 堅級
外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

石 製 品 P 南側側溝
1.8

面
面

外
内

器苗
心
士霊

須
SD-201 器高 (残) 29

ノ仁

!|:ぶ士ミ喜懲 密 良好
デ
デ

ナ
ナ

面
面

外
内

沈線文と波状文施す 土師質

土 師 器

発
SD-201 口径 (推 )

器高 (残 )

ツ仄 頁便
)責灰
うにぶ い褐

密 良好
外面 :ハ ケメ、ナデ
内面 :ハ ケメ、ナデ

土 師 器

発
SD-201 推

残
径
高

口
器

外
内
断

密 貞好
外面 :ナ デ
内面 :ヘラケズリ、指頭圧痕

器

杯

師上

高
SD-201 口径

器高
復
残

浚買
淡黄
縛

密 良好 偽唇:李

=t落

霞E覆 体部外面に黒斑

器

蓋

恵須

杯
SD-201 椎

残
径
高

口
器 内 )灰

断)灰
密 堅緻

デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
面

外
内

器

身

恵須

杯
SD-201 口径 (推 )

器高 (残 )

71・リカk
内)灰
断)灰

密 堅級
デ
デ

ナ
ナ

転
転

回
回

面
画

外
内
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凶
号

挿
番 器 種 出土地点 法量 (cm) 色 調 胎  土 焼 成 技 法 の 特 徴 備 考

器

身

恵須

杯
SD-201 口径 (推) ■.7

器高 (残) 3.6
分
内

断
責橙 密 不 良

外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

土師質

器

身

恵須

杯
SD-202 口径 (推) ■.0

器高 (残) 3.3 ( 密 堅 緻
面
面

外
内

回転ナデ
回転ナデ

土 師 器

94t
SD-204 推

残
径
高

口
器

13,0
4.4

橙い
搭

ぶ

書

種
に

韓
密 良好

外面 :ナ デ
内面 :ヘ ラミガキ

器

身

恵須

杯
SD-205 受部径 (推 )16.2

器高 (残)  2.6
自

白

白

灰
灰
辰

外
内
肝

密 堅 緻
外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

器

杯

師上

高
SD-206 脚部径 (推 )7.6

器高 (残) 4.4
タ にぶ い種

灰 白 密 良好
外面
内面

デ
デ

ナ
ナ

器

身

恵須

杯
SD-206 口径

器高 (復 )

舛
内

踊 匪

灰
灰
柔

密 堅 緻
外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ 内面見込みに当て具痕

手焙形土器 SD-207
口径 (復 )

底径 (復 )

奥営 イ堆ヽ

外
内

蹄

政
浅

甦
やや粗 良好

外面
内面

デ
デ

ナ
ナ 頸部外面に少量の媒付着

器

身

恵須

杯
SD-207 器高 (残) 2.25

外
内
断

密 不良
外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

土師質

器

身

恵須

杯
SD-207 口径 (推 )

器高 (残 )

外
内

肝

日仄
灰

匪
密 堅徹

面
面

外
内

回転ナデ
回転ナデ

須 恵 器

重
SD-207 推

残
径
高

口
器

外
内
断

日炊
灰
灰

密 堅緻
デ

デ

ナ

ナ

転
転

回
回

面
面

外
内

須 恵 器

発
SD-207 復

径
高

口
器

タト,〒了
"(内 )暗青灰

踪Fヽ

密 堅緻
外面 :カ キメ、タタキ
内面 :同心円状の当て具痕

口縁部内外面、体都中半に
かけて自然釉

器

蓋

恵須

杯
SK-202 口径 (推 )

器高 (残 ) 灰

灰
灰
紫

密 堅緻
外面 :回転ナデ
内面 1回転ナデ

外面 に灰被 り

器

身

恵須

杯
SK-202 口径

器高
推
残

仄
灰

扉
密 堅綾

外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

底部外面にヘラ記号

土 師 器

甕
SK-202 口径

器高
推
残 橙

給

褐
黄
責

い

い

い

ぶ

ぶ

ぶ

に

に

に
密 良好

外面 :ナ デ
内面 :ナ デ、指頭圧痕

口縁郡外面 に黒斑

土 師 器

甕
SX-201 口径 (推 ) 16.0

器高 (残) 2.6 橙
橙

責

捨

い

い

い

が

ぶ

ぶ

に

に

に
密 農好

デ
デ

ナ
ナ

面
面

外
内

器

杯

上

一局
SP-213 口径 (推) 12.0

器高 (残) 1.7
淡
灰
灰

密 良好
デ
デ

ナ
ナ

面
面

外
内 端部に沈線

土 師 器

甕
畦畔

口径 (推 )

器高 (残 )

りに小い貢雅
け灰白
うにズい苦潜

密 良好
デ
デ

ナ
ナ

面
面

外
内

須 恵 器 SD-301 器高 (残) 216 )に ぶい黄橙 笞 良好
外面 :不明
内面 :ナ デ

土師質、外面に沈線

器

蓋

恵須

杯
SD-301 口径 (推) 15.6

器高 (残) 3.1 責
白

灰
淡
鷹

密 不 良
外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

内面土師質で外面瓦質

韓式系上器 SD-304 器高 (残) 4.2
康

火
灰
未

密 堅緻
外面 :格子状のタタキ
内面 :ナ デ

土 師 器

養
SD-305 口径 (推) 180

器高 (残) 3.3
射
広

瑯

に
'Aψにぶヤ 密 良好

外面 :ハケメ
内面 :ヘ ラケズリ

器

身

恵須

杯
SD-305 径

高
口
器

舛
六
憶

炊

灰白 密 堅緻
外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ

内面に鉄分付着、外面に灰
被り

石 鏃 SD-306
景
幅
虜

男
仄

踊

外面
内面

サヌカイト製

弥 生 土 器 SD-307 推
残

径
高

口
器

列
広
憶

ふ い 頁 種

黄橙 密 良好
外面 :ナ デ
内面 :ナ デ、指頭圧痕

底部穿孔

弥 生 土 器

養
SD-309 復径

高
口
器

分
内

断

に 示 ψ

にメドヤ
橙
栓
緒

密 良好
外面 :ハ ケメ、タタキ
内面 :丁寧な板ナデ、指頭圧痕

口縁部外面、体部外面全面
に媒付着

弥 生 土 器

養
SD-309 推

残
径
高

口
器

分
内

蹄

炊 衡

にぶい黄橙 密 良好 待辟久多女、ヘラケズリ
器

鉢畳
付

弥

台
SD-309

往
径
富

国
底
柴

外
内
蹄

密 良好
面
面

外
内

キ

キ

ガ

ガ
ラ

ラ
ヘ
　
ヘ

杯部底部に穿孔、日縁音卜2

ヶづつ計 4ケ紐孔、脚部に
径 3 cmの 円子しを6ケ 穿つ

器
杯

上
高

SD-309 口径9.4
器高 (残) 5,7 橙

衛
黄

い
い

ふ
ぶ
薩

に
に
涙

外
内
蹄

密 良好
外面 :ヘ ラミガキ
内面 :ナ デ

上方から下方に向けて透孔
4ケ 所

弥 生 土 器

高   杯
SD-309 底径 (推) 13.4

器高 (残) 3,7
外 )に ぶい褐
内 )|こ ぶい褐
様Fヽ 房 白

密 良好
外面 :ヘラミガキ
内面 :ハ ケメ 透孔

製 塩 土 器 SD-310 器高 (残) 6.9
種
橙

貢
黄

い
い

ぶ
ぶ

に
に
単

外
内
蹄

密 良好
面
面

外
内

タタキ
ナデ

二次被熱

器

身

恵須

杯
SK-303 日径 (推 )

器高 (残 )

自

白

白

灰
灰
康

外
内
蹄

密 堅 級
面
面

外
内

回転ナデ
回転ナデ

弥 生 土 器

重
落 ち 込 み
301

口径 (復)

器高 (残 )

灰
灰
灰

外
内
断

密 良好
面
面

外
内

板ナデ
板ナデ、指頭圧痕

弥 生 土 器 SD-401 残
径
高

底
器

外
内
肝

月

据

羽

哄
灰
戻

密 良好
デ
デ

ナ
ナ

板
板

面
面

外
内

底郡穿孔、内面に鉄分付着、
底部外面に黒斑

弥 生 土 器

壺
SD-403 口径14.9

器高 (残) 14.0

/卜 ,ル(祁助

内)灰褐
蹄 ヽ市 堀

密 良好
デ
デ

ナ
ナ

面
面

外
内

ヘ ラ描沈線 文 口縁外面、体部外面に黒斑
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番 器 種 出土地点 法量 (cm) 色  調 胎  土 焼成 技 法 の 特 徴 備 考

弥 生 土 器 SD-403 器高 (残) 4.1
楊苦

翻

　

い

質

　

バ

火
灰

に

外
内
断

密 良好
面
面

外
内

ナデ、流水文
ヘラナデ

弥 生 土 器

箋
SD-403 底径 (推) 17.6

器高 (残) 8.0
にぶい責褐
灰黄褐 葎 良 好 告署i父コミ雰車ヽ

ヘラ描沈線文

弥 生 土 器

発
SD-403 底径 (推 ) 130

器高 (残) 83 密 良好
外面 :タ タキ
内面 :ナ デ

口縁から体言馬内タト面にかt,

て煤付着

弥 生 土 器

高  杯
SD-403

復
復
海

径
径
言

口
底
果

グト,〃く日
内)淡赤橙
隊Fヽ

密 良好
外面 :ヘラミガキ
内面 :ナ デ 日縁部内面に少量の煤付着

弥 生 土 器 SD-403 底径 (推 )

器高 (残 )

外)に ぶ い褐
内)責灰
陪Fヽ 扉苦濯

密 良好
外面 :ヘ ラミガキ
内面 :ナ デ

弥 生 土 器 SD-403 底径    7.1
器高 (残) 4.6

グト

'仄
東

内)灰 白
断Ⅲlこ ぶい音活

密 良好
面
面

外
内

ヘラミガキ
ハケメ 外面 に黒斑

弥 生 土 器 SD-403 底径    7.2
器高 (残) 3.6

外 ,1こ ぶい貢橙
内)に ぶい褐
断)に ぶ いIBa

密 良好
外面 :ハ ケメ
内面 :ナ デ 外面 に黒斑

弥 生 土 器 S D 403 底径
器高

佐

完
6.0
52

外
内
断

貢
責
苦

密 良好
外面 :ヘ ラナデ
内面 !板ナデ

弥 生 土 器 SD-403 径
高

底
器

ヒ

曳
7.0
1,7

グ
伏
岳
ロ

日
黄
白

火
淡
灰

密 良好
デ
デ

ナ
ナ

面
面

外
内

弥 生 土 器 SD-403 径
高

底
器

佳

曳
7.3
3.6

トノ慨頁
可)に ぶ い黄橙
斤)に ぶ い音精

密 良好
デ
デ

ナ
ナ

面
面

外
内 外面 に黒斑

器畳

士霊

弥
SD-404 口径    19.2

器高 (残) 15,0
タ ツカ(やり

)灰褐
う灰褐

密 良好
外面 :簾状文
内面 :ハ ケメ

器畳

士笠

弥
SD-404 復

残
径
高

口
器

灰
灰

灰

外
内
断

密 ミ好
外面 :簾状文
内面 :ナ デ

器豊

士霊

弥
SD-404 口径 (復)20.8

器高 (復)35.8

に ジヽ 彰

に ぶ �

に ぶ �

褐
褐
褐

密 良好
外面 :ヘラミガキ、簾状文
内面 :ナ デ

体部中半～下半部にかけて
媒付着

器豊

一延

弥
SD-404 口径178

胴部最大径 33.4

,に ぶい吏種
)に ぶい黄橙
】綴 膚

密 良好
面
面

外
内 体部下半 に黒斑

口
山
つ

製

形

本

人
S D 404

高
幅
直

外
内
断

外面
内面

コウヤマキ製

弥 生 土 器
SD-405

御
碩
蒲

く
径
ｒ

径
部
首

底
胴
奥

褐灰
にぶい楊

密 良好
外面 :ヘ ラミガキ、ヘラ描沈線文
内面 :板ナデ、指頭圧痕 体部外面、中半部に黒斑

弥 生 土 器 SD-407 口径24,7
器高 (復)38.3 灰褐 密 良好 待辟我旱芸F殖讀矮措文 体部外面中～下半にかけて

媒付着

弥 生 土 器

甕
S D 407 口径 22.5

器高35,5

豹
広

晰
密 良好

外面
内面

キガラ
ケ

ヘ
　
ハ

弥 生 土 器 SK-402 上底径   8.2
器高 (残) 8.2

坐
湘
晰

晴
褐
楊

密 良好
キ

キ

ガ

ガ
ラ

ラ
ヘ
　
ヘ

面
面

外
内

重底部を重構の蓋に転用
外面に黒斑

弥 生 土 器
SK-402 口径17.8

器高 (復)64.0 密 良好
外面 :ハ ケメ、ヘラミガキ
内面 :ハ ケメ、ヘラミガキ 体部中～下半部にかけて黒

FtF

殊 生 土 器
SD-403 口径 (復)16.3

器高 (残 ) 30.4
う

'仄
貫 駒

)灰責褐 密 良好 待署:チキ客ヂ`
ヘラ描沈線文

弥 生 土 器
SD-403

口径 156
底径 (復
基意 r雅

6 35
外
内
晰

灰 貢 褐

灰責褐 密 良好 待目i父ラミ雰革`貼付突帯
外面に黒斑

弥 生 土 器

鉢
SK-403 口径 (推

器高 (残
25.8
7,5

外
内
晰

灰
灰
匠

密 良好
外面 :ヘラミガキ
内面 :ヘ ラミガキ

上 製 円 盤 SK-403
厚
幅

外
内
晰

|こ ふ い 種

に ぶ い 黄 橙
に ぶ い 搭

密 良好
外面
内面 周囲打ち欠き

弥 生 土 器 み込ち落

４０
口径 (推) 18.0
器高 (残) 18.4

外
内
晰

にぶい責褐
にぶい黄褐 密 良好 待吾i父多ミ雰革`櫛描直線文

弥 生 土 器 落 ち 込 み
401

底径
器高 (残 )

外
内
肝

炊
灰
ｒ

褐 密 史好
キガラ

ケ
ヘ
　
ハ

面

面
外
内 体部底部付近に黒斑

弥 生 土 器

発
落 ち 込 み
402

口径 (推 )

器高 (残 )

外
内
蹄

灰貢褐
にぶい責橙 密 良好

外面 :ヘ ラミガキ
内面 :ヘ ラミガキ 口縁外面に煤付着

弥 生 土 器 SD-501 底径 (推) 7.2
器高 (残) 2.2

外 )に ぶい貢橙
内 )

ItFヽ 1… 式ぃ讐搭
径 良好

外面 :ナ デ
内面 :不明

弥 生 土 器 NR-501 顎径 (推 )

器高 (残 )

外)に ぶ い貢橙
内 )浅黄
隊Fヽ ,=善

密 良好

外 向 ハケメ、ヘラミガキ
ヘラ描沈線文、刺突文
ヘラミガキ内 面

器豊

・霊

弥
NR-501

回往     12.5
底径 (復)7.2
架 首     ,へ ,

タトリ明 衛 灰

内)明褐灰
肝 1ヽ■ 式ぃ善器

密 やや不良 外面 :板ナデ
内面 i板ナデ 体部中半部に黒斑

弥 生 土 器

鉢
NR-501 口径

器高
推
残

外
内

蹄

桟
浅
席

種
橙 密 良好

外面 :ヘ ラミガキ
内面 :ヘラミガキ

弥 生 土 器 NR-501 底径 (推) 7.4
器高 (残) 6.3

外
内

肝

炊貢,
にぶい責橙 密 農好

外面 :ナ デ
内面 :ナ デ、指頭圧痕

体部外面に黒斑、底部内面
に媒付着

縄 文 土 器 NR-603 器高 (残) 4.0
外
内
蹄

責
黄

善

ぶ

ぶ

ミ
祖 良好

外面 :ナ デ、爪形文
内面 :ナ デ

縄 文 土 器 NR-601 器高 (残) 185
外
内
蹄

にぶい貢橙
にぶい黄橙 密 良好 待目 :ず奈

縄文、沈線文、刻み目
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102 縄 文 土 器 NR馬01 器高 (残) 7.2
用
耐
ｍ

生ぶい貢橙

:η【 祖 良好
外面 :ナデ、沈線文
内面 ;ナデ

縄 文 上 器 NRヽ01 器高 (残) 310
雨
耐

Ｍ
雁察↓ヽ晏唇 密 良好 偽零

ナデ、沈線文
ナデ

1(〉4 縄 文 土器 NR-601 器高 (残) 4.1
に お い 頁 種

にぶい黄橙 祖 真好 待署:事票、縄文、注線文

105 縄 文 土 器 NR-601 器高 (殉  4.7
狩
内

踊

に か い 買

にぶい黄 祖 良好
外面 :沈線を伴う隆起線文 (刻み目)

内面 :ナデ

縄 文 土 器 NRヽ 01 器高 (残) 5,6
外
内
踵

外
内
蹄

に か い 頁 榎

にぶい責橙 祖 良好 獅
輌

隆起線文
ナデ

外面に隆起線文施す

107 縄 文 土 器 NR-601 器高 (残) 3.3
にぶい買種
にぶい黄橙
にぶい音給

祖 良好
外面
内面

明
デ

不
ナ

波状口縁

108 縄 文 上 器 NR対 01 器高 (残) 3.3 郷優憂
luF)戻

祖 良好 偽零i事季

109
縄 文 土 器

(?)
NRヽ01

櫛
翔

離
絲

外
内
蹄

自
白

白

灰
灰
辰

粗維 良好
外面 :不明
内面 :ナデ

上 製 円 盤 NR-691
厚
幅

外
内
断

日
白
白

ス
灰
灰

粗雑 良好 獅
師

周囲打ち欠き
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1.S D 306(南東より)
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図
版
１０
　
遺
構
l101

1.S D 308(西よ り)

2.S D 309遺物出土状況①
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2.第 4遺構面東半部 (北西より)
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1.S D 404遺 物出土状況① (北西より)

2.S D 404遺物出土状況② (北西より)
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1. SD-407・ SK-402(南より)
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1.S K 402遺 物出土状況①

2.S K 402遺物出土状況②
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1.S K 402遺 物出土状況③ (北より)

2.S K 402遺物出土状況④ (東より)
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2.第 5遺構画全景 (東より)
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2.S D 501遺物出土状況 (南より)
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1.第 6遺構画全景 (西より)

2.N R 601(北東より)
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所収遺跡名
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所 在 地
コ ー ド

】ヒ緯 東経 調 査 期 間 調査面積 調 査 原 因
市町村 遺跡番号

なかがいといせ き

中垣内遺跡 “鰤一靭弾帥
27218 4 34°

42′

10″

135°

38′

42〃

1994年 7月 26日

1

1994とFllナ]22日

575。 12rだ 大阪産業大学

教 員 研 究棟

(14号館)建設
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所収遺跡名 れ重  房lJ 主な時期 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記事項

なかがいと�ヽせ き
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田跡
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